
厚さ 5.7～7.2mm
幅 70mm
長さ 12m/巻

   不織布テープによるコンクリート充填向上工法の検討 

  （その3:実トンネルへの適用） 

 
１．はじめに 

山岳トンネルの二次覆工コンクリートの施工では，覆工コンクリートの天端部が，地山側の凹凸により，余

剰空気や余剰水の排出が困難で，充填状況も確認できないため，天端部での施工方法が課題である．そこで，

覆工コンクリートの充填性を向上させるため，不織布テープを防水シートに貼付ける容易な施工方法を開発し

た．不織布テープの効果は，室内試験及び実大規模の凹凸を再現した模型実験により天端部の充填性や密実性

を改善できることを明らかにしている１)． 

本報告においては，不織布テープ工法を現場に適用し，その充填性，効果を報告する.  
２．現場適用  

２－１ 対象トンネル 

開発した不織布テープを写真－1に示す．表－1の仕様の不織布テープを

岩手県発注の案内トンネルの覆工コンクリートに適用した.本トンネルは,

図－1に示す断面を有する全長 1150 m の 2車線道路トンネルである．縦断

勾配は，3.435%で上から下へ施工するため,上側に空洞が生じやすい特徴

がある．施工は， CⅡ-bi断面の無筋区間で実施した. 

２－２ 施工手順 

不織布テープ工法の施工手順を図－2に示す． 

① セントルの据付前，不織布テープを天端防水シートの所定位置に設置

する． 

② コンクリート打込み開始（脚部から肩部へ順にコンクリートを打ち進
める）．天端吹上げ開始後，充填検知センサーで充填状況を適宜確認し

ながら打込む．また,不織布テープの剥がれが無いかを適宜確認する.  

③ 打設が完了した後，ブリーディング水の排出を確認後，妻部から出て
いる不織布テープを撤去する． 

以上で本工法による施工を完了する．不織布テープ施工完了を写真－2

に示す. 
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図－1 標準断面図（CⅡ-bi） 

写真－1 不織布テープ 

図－2 不織布テープ工法の施工手順 

表－1 テープ仕様 

防
水
シ
ー
ト
貼
付
工

 

不
織
布
テ
ー
プ
貼
付
工

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
開
始

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
水
の
排
水

 

施
工
完
了

 

写真－2 不織布テープ工法の施工完了 
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２－３ 使用材料と機材の配置 

本現場において，不織布テープ工法で使用した材料と機材は，不織布テープ 3 本，また,下り勾配で空気溜

まりが懸念される既設側に充填検知センサー4 個を設置する．これらの材料と機材の平面図を図－3 に示す．

また，写真－3 に天端防水シート面への不織布テープ,写真－4に充填検知センサーの設置状況を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 使用機材配置図     写真－3 不織布テープの設置状況 写真－4 充填センサーの設置状況  

２－４ 施工結果 

 不織布テープ工法による天端部の充填性を評価する方法として，以下の 2 種類で検証した.なお，試験施工

ケースは,不織布テープ無しが 2ブロック，テープ有りを 4ブロックとした. 

（1） 充填検知センサーによる充填状況の確認 

既設隅部における充填状況の経時変化を図－4に示す．

4カ所設置した充填センサーのうち,コンクリートが1カ

所に接触した時刻を 0とし，全てに接触した時点を充填

率 100％とした．テープの有り無しに関わらず,既設隅部

は充填を確認したが，テープを適用することで,スムー

ズに充填させることができた． 

（2） 不織布テープによる排水量の確認 

背面空洞の発生原因とされるブリーディング水を不

織布テープにより排出できるか確認した.妻側および既

設側からの排水状況を写真－5に，また,テープの有無に

おける平均排水量の関係を図－5 に示す．同図から，テ

ープ無しの平均排水量は 0.1Lに対し,テープ有りは 4.1L

である.したがって，不織布テープ工法により,約 40 倍

の排水効果を示した．  

３．まとめ 

不織布テープ工法を適用することで，空洞が発生しや

すい箇所でのスムーズな充填性が確保でき,ブリーディ

ング水が確実に排水されることが確認された．不織布テ

ープ工法は，従来技術に比べ施工が容易で,かつ経済的

であり，多くのトンネルで適用されることが望まれる. 
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図－5 不織布テープの有無における排水量 
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図－4 充填状況の経時変化（既設隅部） 
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写真－5 妻側および既設側からの排水状況 
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